
年度　授業計画（シラバス）

45 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
プライミングを実際に見学し、方法や手順を習得する

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

血液ポンプ①：ローラーポンプの特性を理解できる

各コマに
おける

授業予定

拍出量に関して理論値と実測値を比較し、誤差や流量特性に
ついて学ぶ

2020

専門分野 授業の方法 実習

授業時数(単位数)必修

指定された教科書　および　配布プリントを事前に確認する。配布プリントは必ず一読し、疑問があるところは教科書を確認
すること。

レポート課題　および　プライミング実技試験：７０％
出席点：２０％
平常点：１０％（実習への積極的な取り組みおよび白衣の着用も含めて評価）

第
4
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
5
回

第
2
回

プロジェクタ
ＰＣ

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

第
3
回

配布プリント
事前に配布されたプリン
トを確認すること

内　　　容

本実習に関するガイダンスを行う
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

人工心肺装置
ローラーポンプ
チューブ
配布プリント

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺のプライミング方法を確認する

科  目  名

臨床工学技士科（昼間部）

生体機能代行装置学実習Ⅱ

科　目　区　分

教科書：金原出版株式会社　最新体外循環～基本的知識と安全の確保～

体外循環装置に関する操作や回路の理解および保守管理・点検方法がわかる。補助循環装置を含んだ周辺機器の操作方
法と基礎原理を習得できる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

臨床工学実習室2年次 教室名

実習の際には水を使用するため滑らない靴を準備すること

担 当 教 員 南部　由喜江
実務経験と

その関連資格

人工心肺回路
各ディバイス
配布プリント

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

授業の概要ならびに体外循環に関する機器類の取り扱いにお
ける注意点や使用する実習室のルールなどを確認する

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

体外循環の操作に関する情報を理解できる

各コマに
おける

授業予定

体外循環の操作の実際を学び、体外循環装置および周辺機
器で必要な医療機器を学ぶ

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺装置の回路構成を理解できる

各コマに
おける

授業予定

人工心肺回路の代表的なディバイスおよび回路を実際に接続
して血液の流れと各ディバイスの特徴をつかむ



第
14
回

人工心肺装置
人工心肺回路

第4回で行ったプライミ
ング方法を復習しておく
こと

第
12
回

人工肺
動脈フィルタ
人工心肺装置

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

第
13
回

人工心肺装置
人工心肺回路

第4回で行ったプライミ
ング方法を復習しておく
こと

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

デバイスの圧力損失を理解できる

第
10
回

人工心肺装置
送血カニューレ

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

第
11
回

脱血カニューレ

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

送血カニューレの特性を理解できる

各コマに
おける

授業予定

送血カニューレの径と流量と圧力の関係に関する実験を行い
理解する

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

脱血カニューレの特性を理解できる

各コマに
おける

授業予定
脱血カニューレの仕様や流量特性を理解する

第
8
回

遠心ポンプ装置
配布プリント

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

第
9
回

ＰＣ・プロジェクタ
配布プリント

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

血液ポンプ④：遠心ポンプの特性を理解できる

各コマに
おける

授業予定
圧力の条件などから流量特性について学ぶ。

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

カニューレの種類を理解できる

各コマに
おける

授業予定
カニューレの基本的な情報と送血と脱血の形状の違いを学ぶ

遠心ポンプ装置
配布プリント

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

落差・回転数の条件を変えて実験を行い、流量特性について
学ぶ。また流量計の原理についても学ぶ

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

人工心肺装置
人工心肺回路

第4回で行ったプライミ
ング方法を復習しておく
こと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

血液ポンプ③：遠心ポンプの特性を理解できる

各コマに
おける

授業予定

人工心肺装置
ローラーポンプ
チューブ
配布プリント

授業の
方法 内　　　容

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

血液ポンプ②：ローラーポンプの特性を理解できる

各コマに
おける

授業予定
圧力の条件などから流量特性について学ぶ

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺のプライミングの試験

各コマに
おける

授業予定
各グループでプライミングの試験を受けることで理解を深める

各コマに
おける

授業予定

デバイスの前後の圧力を測定することにより圧力損失を理解す
る。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺のプライミングの実際を理解できる①

各コマに
おける

授業予定

第4回で行ったプライミング方法を復習し、人工心肺のプライミ
ングを実際に行う

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺のプライミングの実際を理解できる②

各コマに
おける

授業予定

グループに分かれてプライミングの手順を確認しながら、実際
に行うことで理解を深める。



年度　授業計画（シラバス）

45 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

補助循環の１つであるIABPの操作を確認し、使用するディバイ
スについても確認できる

各コマに
おける

授業予定

補助循環の１つであるIABPの操作を確認し、使用するディバイ
スについても確認できる

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～　第１
３章を熟読すること

第
17
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

補助循環装置の操作およびディバイスを理解できる
金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～　第１
３章を熟読すること

各コマに
おける

授業予定

補助循環の１つであるPCPSの操作を確認し、使用するディバイ
スについても確認できる

第
20
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ＩＡＢＰの操作およびディバイスを理解できる

第
19
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ＩＡＢＰの操作およびディバイスを理解できる

第
18
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

補助循環装置の操作およびディバイスを理解できる

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～　第１
３章を熟読すること

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～　第１
３章を熟読すること

各コマに
おける

授業予定

補助循環の１つであるPCPSの操作を確認し、使用するディバイ
スについても確認できる

第
16
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺のプライミングの試験

人工心肺装置
人工心肺回路

第4回で行ったプライミ
ング方法を復習しておく
こと

各コマに
おける

授業予定
各グループでプライミングの試験を受けることで理解を深める

教科書：金原出版株式会社　最新体外循環～基本的知識と安全の確保～

指定された教科書　および　配布プリントを事前に確認する。配布プリントは必ず一読し、疑問があるところは教科書を確認
すること。

実習の際には水を使用するため滑らない靴を準備すること

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

レポート課題　および　プライミング実技試験：７０％
出席点：２０％
平常点：１０％（実習への積極的な取り組みおよび白衣の着用も含めて評価）

体外循環装置に関する操作や回路の理解および保守管理・点検方法がわかる。補助循環装置を含んだ周辺機器の操作方
法と基礎原理を習得できる。

担 当 教 員 南部　由喜江
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年次 学期及び曜時限 教室名 臨床工学実習室

実習

科  目  名 生体機能代行装置学実習Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 臨床工学技士科（昼間部） 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
30
回

授業を
通じての
到達目標

第
29
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
28
回

授業を
通じての
到達目標

第
27
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

心臓の特定の疾患について調べ、心臓外科手術における事前
知識を習得するプロセスを確認できる

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

第
26
回

授業を
通じての
到達目標

第
25
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

人工心肺を使用する心臓外科手術室を模擬的に実習室内に
設置し実際を学ぶ

各コマに
おける

授業予定

人工心肺を使用する心臓外科手術室を模擬的に実習室内に
設置し実際を学ぶ

第
24
回

授業を
通じての
到達目標

第
23
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺の実際を学ぶ③

各コマに
おける

授業予定

第
22
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺の実際を学ぶ②

第
21
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

人工心肺の実際を学ぶ①

実習室内にある
医療機器

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

実習室内にある
医療機器

金原出版株式会社　最
新体外循環～基本的知
識と安全の確保～にお
いて関連する部分を熟
読すること


